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特 集

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
支
援
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
広
が
り
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
社
会
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

商
工
は
つ
か
い
ち
５
月
号
で
は
、
特
に
お
問
合
せ
が
多
い
支

援
制
度
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

日
々
更
新
さ
れ
て
い
く
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
発
信
し

て
い
き
ま
す
！
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
！

持
続
化
給
付
金
の
ご
案
内

　

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
外
出
の
自

粛
や
需
要
の
落
ち
込
み
の
影
響
を
受

け
、
売
り
上
げ
が
大
き
く
落
ち
込
ん

で
し
ま
っ
た
事
業
者
に
対
し
て
、
事

業
の
継
続
を
下
支
え
す
る
た
め
、
事

業
全
般
に
広
く
使
え
る
給
付
金
の
支

給
が
あ
り
ま
す
。

【
給
付
額
】

　

法
人
は
最
大
２
０
０
万
円

　

個
人
事
業
者
は
最
大
１
０
０
万
円

※
た
だ
し
、
昨
年
１
年
間
の
売
上
か

ら
の
減
少
分
を
上
限
と
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
】

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
売
上
が
前
年
同
月

比
で
50
％
以
上
減
少
し
て
い
る

者
。

■
資
本
金
10
億
円
以
上
の
大
企
業
を

除
き
、
中
堅
企
業
、
中
小
企
業
、

小
規
模
事
業
者
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

を
含
む
個
人
事
業
者
を
広
く
対
象

と
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
法
人
、

農
業
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会

福
祉
法
人
な
ど
、
会
社
以
外
の
法

人
に
つ
い
て
も
幅
広
く
対
象
と
な

り
ま
す
。

Q　

前
年
同
月
比
▲
50
％
月
の
対
象
期

間
は
い
つ
で
す
か
？

A　

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
２
０
２
０

年
12
　

月
の
う
ち
、
２
０
１
９
年
の

同
月
比
で
売
上
が
50
％
以
上
減
少

し
た
ひ
と
月
に
つ
い
て
、
事
業
者

の
方
が
選
択
し
ま
す
。

Q　

申
請
・
給
付
は
い
つ
か
ら
始
ま
り

ま
す
か
？

A　

補
正
予
算
の
成
立
後
、
１
週
間
程

度
で
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
　

電
子
申
請
の
場
合
、
申
請
後
、
２

週
間
程
度
で
給
付
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
者
の
銀
行
口
座
に
振
り
込

み

Q　

申
請
に
必
要
な
情
報
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

A　

住
所
や
口
座
番
号（
注
）

に
加
え
、

以
下
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

（
注
）
通
帳
の
写
し
（
法
人
：
法

人
名
義
、
個
人
事
業
主
：
個

人
名
義
）
で
確
認
し
ま
す
。

　
【 

法
人 
】

① 

法
人
番
号　

② 

２
０
１
９
年
の
確
定
申
告
書
類

の
控
え

③ 

減
収
月
の
事
業
収
入
額
を
示
し

た
帳
簿
等

【 

個
人
事
業
主 

】

① 

本
人
確
認
書
類

② 

２
０
１
９
年
の
確
定
申
告
書
類

の
控
え

③ 

減
収
月
の
事
業
収
入
額
を
示
し

た
帳
簿
等

※
③
に
つ
い
て
は
、
法
人
、
個
人

事
業
主
と
も
に
、
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
。

※
今
後
、
変
更
・
追
加
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

Q　

申
請
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A　

Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
申
請
を
基
本
と

し
、
必
要
に
応
じ
、
感
染
症
対
策

を
講
じ
た
上
で
完
全
予
約
制
の
申

請
支
援（
必
要
情
報
の
入
力
等
）を

行
う
窓
口
を
順
次
設
置
し
ま
す
。

※
申
請
に
あ
た
り
、
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ

を
取
得
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
他
、
申
請
に
必
要
な
事
項
の
詳

細
等
に
つ
い
て
は
、
４
月
最
終
週
を
目

途
に
確
定
・
公
表
さ
れ
ま
す
。

よ
く
あ
る 

Q
＆
A

※上記を基本としつつ、昨年創業した方などに合った対応も引き続き
検討しています。

前年の総売上（事業収入）―（前年同月比▲50％月の売上げ×12ヶ月）
■売上減少分の計算方法

（
令
和
２
年
４
月
17
日
現
在
）
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雇用調整助成金のご案内

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金の特例措置の拡大

　経済上の理由により、事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、雇用の維持を図るための
休業手当に要した費用を助成する制度です。
　新型コロナウイルス感染症により影響を受ける事業主を支援するため、要件を緩和し、提出
書類の記載内容も簡素化されています。

雇用調整助成金　経済上の理由により、事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、雇用の維持を図るための休業
手当に要した費用を助成する制度

申請書の提出先は、管轄のハローワークになります。
※商工会議所では、専門家（社労士）相談を受け付けています。お気軽にお問合せください。

特例以外の場合の雇用調整助成金

新型コロナウイルス感染症特例措置

緊急対応期間
（4月1日から6月30日まで）

　感染拡大防止のため、この期間中は、全国で以下の
　特例措置を実施

　経済上の理由により、事業活動の縮小を
　余儀なくされた事業主

　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業主
　（全業種）

生産指標要件　３か月10％以上低下 生産指標要件を緩和
（1か月5％以上低下）

被保険者が対象 　雇用保険被保険者でない労働者の休業も助成金の
　対象に含める

助成率　2/3（中小）、1/2（大企業） 4/5（中小）、2/3（大企業）
（解雇等を行わない場合は9/10（中小）、3/4（大企業））

計画届は事前提出 計画届の事後提出を認める（1月24日〜6月30日まで）

1年のクーリング期間が必要 クーリング期間を撤廃

6か月以上の被保険者期間が必要 被保険者期間要件を撤廃

支給限度日数　1年100日、3年150日 同左＋上記対象期間

短時間一斉休業のみ 短時間休業の要件を緩和

休業規模要件
1/20（中小）、1/15（大企業）

併せて、休業規模要件を緩和
（1/40（中小）、1/30（大企業））

残業相殺 残業相殺を停止

教育訓練が必要な被保険者に対する教育訓練
助成率2/3（中小）、1/2（大企業）

加算額1,200円

4/5（中小）、2/3（大企業）
（解雇等を行わない場合9/10（中小）、3/4（大企業））

加算額　2,400円（中小）、1,800円（大企業）
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東
ひ が し ぞ の

園    恵
め ぐ み

FMはつかいちのパーソナリ
ティとして活躍中。第13代は
つかいち観光親善大使を務め
た廿日市大好き女子。趣味は
旅行 カフェ巡り 星の観察。

　

津
田
に
あ
る
オ
リ
オ
ン

テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
島
田
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

島
田
さ
ん
は
２
０
０
９
年
に

「
環
境
」
を
ひ
と
つ
の
テ
ー

マ
に
オ
リ
オ
ン
テ
ッ
ク
株
式

会
社
を
創
業
。
現
在
主
な
商

品
と
し
て
、
機
密
文
書
の
リ

サ
イ
ク
ル
「
み
ど
り
の
ポ
ス

ト
」
と
「
ぱ
っ
葉
」
と
い
う

野
菜
シ
ー
ト
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

島
田
さ
ん
が
４
年
前
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

「
ぱ
っ
葉（
ぱ
っ
ぱ
）」。
ぱ
っ

葉
は
、
野
菜
や
果
物
を
一
切

の
つ
な
ぎ
を
使
わ
ず
一
枚
の

　

今
後
は
独
自
産
業
を
求
め

る
中
山
間
地
域
で
、
農
家
さ

ん
が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て

余
っ
た
野
菜
で
ぱ
っ
葉
を

作
っ
た
り
、
企
業
の
商
品
作

り
に
活
用
し
て
も
ら
っ
た
り

と
、
ぱ
っ
葉
の
技
術
を
自
社

で
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、

「
三
方
よ
し
」
で
多
く
の
方

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

海
苔
の
よ
う
な
シ
ー
ト
に
し

た
も
の
で
す
。
素
材
そ
の
も

の
だ
け
を
利
用
し
て
い
る
た

め
、
原
料
と
な
る
野
菜
の
味

を
そ
の
ま
ま
保
っ
て
い
ま

す
。
で
ん
ぷ
ん
や
寒
天
な
ど

の
つ
な
ぎ
が
な
い
と
割
れ
や

す
く
形
成
し
に
く
い
た
め
、

こ
れ
ま
で
似
た
よ
う
な
商
品

は
あ
っ
た
も
の
の
、
１
０

０
％
混
ぜ
物
が
な
い
商
品
は

初
と
い
う
こ
と
で
、
２
０
１

９
年
11
月
に
商
品
特
許
を
取

得
し
ま
し
た
。

　

食
べ
て
み
る
と
、
し
っ
と

り
と
し
て
い
て
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
素
材
の
甘
み
を
感
じ

ま
し
た
。
ト
マ
ト
ぱ
っ
葉
も

玉
ね
ぎ
ぱ
っ
葉
も
、ト
マ
ト
、

玉
ね
ぎ
そ
の
ま
ま
の
味
で

す
。
繊
維
は
な
く
、
口
の
中

で
柔
ら
か
く
溶
け
て
い
き
ま

す
。
添
加
物
も
一
切
入
っ
て

い
な
い
た
め
、
こ
の
ま
ま
介

護
食
や
離
乳
食
な
ど
に
使
う

こ
と
も
可
能
で
、
ま
た
素
材

そ
の
も
の
の
味
が
す
る
た

め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
プ

ロ
の
方
が
使
う
の
に
も
向
い

て
い
ま
す
。

料理のアレンジが無限に広がる野菜シート「ぱっ葉」

オリオンテック株式会社

商
品
特
許
を
と
っ
た
野
菜
シ
ー
ト
「
ぱ
っ
葉
」

オリオンテック株式会社

廿日市市津田 4256
☎０８２９-７２-２２３０
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マ
ル
経
融
資 

金
利
情
報
（
４
月
17
日
現
在
）
１
・
２
１
％	

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
保
証
人
不
要
・
低
金
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
サ
ポ
ー
ト
課
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１
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経
営
な
ん
で
も
相
談
会　
令
和
２
年
６
月
19
日（
金
）
無
料
相
談
会
。
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
や
、
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
、
社
労
士
に
よ
る
労
務
相
談
な
ど
。　

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
サ
ポ
ー
ト
課
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１

　令和２年３月24日に毎年恒例の「通常会員総会」及
び「卒業式」を行いました。２年後に控えた「中国ブロッ
ク大会」を考慮した上での年間行事予定・予算案・人員
体制などの上程をし、全議案滞りなく承認いただきまし
た。 ご来賓の皆様からも「柔軟な発想とその若さでもっ
と廿日市を盛り上げて欲しい」とお言葉をいただき、 令
和２年度は川西佑輝会長と共に中国ブロック大会に向け
ての体制作り、また更なる地域活性化を目指すための新
たなスタートを切る総会となりました。
　卒業式では８名の卒業予定者を迎え、 長きに渡り青年
部の一員として地域社会の発展に貢献してくださった先
輩方へ感謝を伝えることができました。 寂しさと同時

に、より一層身の引き締まる思いと教えを胸に、これか
らも青年部一丸となって研鑽に努めていきます。

 （広報研修委員会委員長　大島 光人）

第44回通常会員総会・令和１年度卒業式

　令和１年度の活動を報告いたします。令和１年度は新
たに津和野文化協会との交流事業や社会福祉事業などに
取り組みました。令和２年度も引き続き会員の皆様の積
極的なご参加をお願いいたします。

【総　会】　５.19　第22回通常会員総会
【役員会】　通年（10回）
【研修事業・連合会事業】
県商女性連総会・中商女性連第34回下関大会などに参加

【地域支援・振興事業】
６.15	 トライアスロン大会ボランティア活動

９.14	 二百廿日豊年市民祭出店
10.19	 廿日市高校英語研究部による「桶ずし」英訳発

表会
10.27	 児童養護施設ボランティア
11.２	 津和野文化協会設立３周年事業協力

【会員交流事業】
会員交流野球観戦・商工会議所会員交流大会・会員新年
会など

令和１年度活動報告

女性会会員募集
女性会活動にご興味のある方は、お気軽にお問い
合せください。

廿日市商工会議所 経営サポート課
TEL 0829-20-0021

会員交流野球観戦（昨年の様子）



従
業
員
の
万
が
一
に
備
え
て　

さ
く
ら
共
済

国
の
事
業
主
退
職
金
制
度　

小
規
模
企
業
共
済
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
時
に　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
済
担
当
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１
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「
エ
イ
ハ
ラ
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？ 
こ
れ
は
、「
セ
ク
ハ
ラ
」

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
な
ど
と
同
様
、「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
の
一
種
で
、
正
式
に
は
「
エ
イ
ジ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
称
し
ま
す
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
一
言
で
い
う
と

「
嫌
が
ら
せ
を
す
る
こ
と
」
で
す
。
他
人

に
対
し
て
意
識
的
に
、
あ
る
い
は
無
意
識

の
う
ち
に
差
別
を
行
い
、
相
手
に
不
快
感

を
与
え
た
り
、
苦
し
め
た
り
す
る
こ
と
で

す
。

　

エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
「
エ
イ
ジ
」

は
「
Ａ
ｇ
ｅ
」、
つ
ま
り
「
年
齢
」
を
指

し
ま
す
。
年
齢
を
理
由
に
差
別
し
て
行
う

嫌
が
ら
せ
が
、
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

す
。

　

よ
く「
女
性
に
年
齢
を
聞
く
の
は
失
礼
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
女
性
だ
け
が
被
害
者
に
な
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
で
も
女
性
で
も
、

年
齢
が
若
く
て
も
上
で
も
、
ま
た
、
同
性

同
士
で
も
異
性
同
士
で
も
、
誰
も
が
被
害

者
に
な
り
得
て
、
加
害
者
に
も
な
り
得
る

の
が
、
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
大
き
な

特
徴
で
す
。
年
上
の
社
員
が
若
手
に
「
若

い
く
せ
に
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い
の

か
」
と
言
う
の
も
、
若
手
社
員
が
年
上
の

上
司
に
「
年
寄
り
は
何
も
せ
ず
に
、
黙
っ

て
若
い
私
た
ち
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

言
う
の
も
、
ど
ち
ら
も
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
し
ま
す
。

　

エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
難
し
い
と
こ

ろ
は
、
前
述
の
通
り
、
無
意
識
に
行
っ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
る
こ
と
で
す
。例
え
ば
、

年
上
の
社
員
を
お
も
ん
ぱ
か
っ
て
「
年
齢

を
考
え
て
、
無
理
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

ね
」
と
言
っ
た
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
を
相
手
が
不
快
に
感
じ
て
し
ま
っ
た

ら
、
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
あ
る
程
度
年
を
取
っ
た
社

員
が
自
虐
的
に
「
も
う
年
だ
か
ら
さ
あ
」

と
話
し
た
言
葉
を
聞
い
て
、
同
世
代
の
人

が
嫌
な
気
分
に
な
る
。
女
性
社
員
が「
私
、

も
う
す
っ
か
り
お
ば
さ
ん
だ
か
ら
」
と

言
っ
た
言
葉
に
、
同
い
年
の
女
性
社
員
が

傷
つ
く
。
こ
れ
も
、
立
派
な
エ
イ
ジ
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
私
が
聞
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す

が
、
あ
る
会
社
で
は
、
制
服
が
変
わ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、男
性
上
司
が「
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
に
す
れ
ば
、
年
増
の
社
員
が
辞
め
る
か

も
ね
」
と
、言
っ
た
と
か
言
わ
な
い
と
か
。

ま
た
、
別
の
会
社
で
は
、
若
手
が
幹
事
を

務
め
た
飲
み
会
で
、
あ
え
て
若
者
好
み
の

激
辛
料
理
店
を
チ
ョ
イ
ス
し
、
年
上
社
員

が
欠
席
し
た
く
な
る
よ
う
に
し
た
そ
う
で

す
。

　

エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
セ
ク
ハ
ラ

や
パ
ワ
ハ
ラ
以
上
に
、
被
害
者
も
加
害
者

も
「
分
か
り
づ
ら
い
」
も
の
で
す
。
被
害

者
側
は
、
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う

も
の
が
あ
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
、

強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
な
ら
、
上
司
や

先
輩
、
人
事
部
、
社
内
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

◆美月 あきこ／みづき・あきこ
　人財育成トレーナー・ビジネスマ
ナー講師。大学卒業後、日系および
外資系航空会社にて国際線客室乗務
員として17年間勤務。現在は、人財
育成トレーナーとして接遇サービ
ス、対人コミュニケーションについ
ての講演・研修を企業や団体にて行
う。客室乗務員時代に身につけた
ファーストクラス仕様のサービスを
元にした、ユニークな研修が好評を
博す。年間１８０回以上の研修と講演
をこなす。著書に、『ファーストクラスに乗る人のシンプ
ルな習慣』『15秒で口説くエレベーターピッチの達人』な
どがある。

『
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』
と
そ
の
防
止
策

知って得するビジネスマナー

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
加
害
者

と
さ
れ
た
社
員
は
、
意
識
的
に
行
っ
た
の

な
ら
論
外
で
す
が
、
無
意
識
の
場
合
は
、

自
ら
の
言
動
を
顧
み
て
反
省
す
る
姿
勢
が

大
切
で
す
。

　

エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
ど
の
世
代

と
も
分
け
隔
て
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
で
、

あ
る
程
度
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
全
社
的
に
エ
イ
ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

人
財
育
成
ト
レ
ー
ナ
ー 

美
月 

あ
き
こ



人
身
事
故
の
臨
時
費
用
補
填
に 

自
動
車
事
故
費
用
共
済 

お
守
り
く
ん
事
業
所
・
ご
自
宅
を
守
る
総
合
共
済 

火
災
共
済
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度 

中
退
共
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

共
済
担
当
ま
で　

２
０
ー
０
０
２
１

9

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
人
の

移
動
・
行
動
制
約
に
伴
う
経
済
活
動
の
自

粛
が
国
内
外
の
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
国
際
的
な
政
策
協
調
お

よ
び
各
国
政
府
の
対
策
が
迅
速
に
実
施
さ

れ
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
未
曾
有
の

危
機
か
ら
の
一
刻
も
早
い
回
復
を
祈
る
ば

か
り
で
あ
る
。

　

今
回
の
危
機
が
過
去
の
危
機
と
ど
う
違

う
の
か
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）（
注
１
）

は
、
今
回
の
危
機
を
重
大
な
副
次
的
な
経

済
的
影
響
を
伴
う
〝
保
健
危
機
（
ｈ
ｅ
ａ

ｌ
ｔ
ｈ 

ｃ
ｒ
ｉ
ｓ
ｉ
ｓ
）〟
と
し
て
い
る
。

経
済
的
な
影
響
と
は
、
需
要
と
供
給
の
両

面
か
ら
実
体
経
済
の
悪
化
を
も
た
ら
す
こ

と
で
あ
る
。
過
去
に
は
２
０
０
８
年
の
米

国
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻

を
引
き
金
と
し
た
金
融
危
機（
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
）、
と
１
９
９
７
年
の
タ
イ
を

発
生
源
と
し
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。今
回
の
危
機
は
人
の
移
動
・

行
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
で
直
接
的
に
実

体
経
済
へ
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
し
て

お
り
、
金
融
危
機
が
実
体
経
済
に
波
及
す

る
こ
と
で
経
済
的
な
危
機
が
発
生
し
た
過

去
の
二
つ
の
危
機
と
は
異
な
る
。し
か
し
、

実
体
経
済
の
悪
化
が
深
刻
化
す
れ
ば
、
信

用
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
が
増
大
し
金
融
シ
ス

テ
ム
に
そ
の
影
響
が
及
び
か
ね
な
い
。

　

他
方
、
こ
れ
ま
で
の
保
健
危
機
は
、
概

し
て
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
発
展
途
上
国
で
起

こ
っ
て
い
た
た
め
特
定
地
域
の
課
題
と
さ

れ
て
い
た
。
今
回
の
危
機
は
世
界
第
２
位

の
経
済
規
模
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
心
で
あ
る
中
国
か

ら
発
生
し
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は

初
め
て
の
〝
先
進
国
発
の
金
融
危
機
〟
と

呼
ば
れ
た
。
今
回
の
危
機
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体
が
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、先
進
国
の〝
保

健
・
医
療
シ
ス
テ
ム
〟
の
弱
点
を
突
か
れ

て
危
機
が
波
及
し
た
た
め
、〝
先
進
国
発

の
初
め
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
保
健
危
機
〟

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
恩
恵
の
一
つ
で
あ
る

国
境
間
の
人
の
移
動
の
自
由
が
、
保
健
危

機
を
拡
大
さ
せ
た
と
い
う
特
性
を
持
つ
。

　

保
健
危
機
と
同
様
に
深
刻
な
の
が
〝
情

報
危
機
〟
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
構
）
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
脅
威
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
根
拠
の
な
い
情
報

が
大
量
に
急
速
に
拡
散
す
る
こ
と
を
〝
イ

ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
〟（
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｄ
ｅ
ｍ

ｉ
ｃ
）（
注
２
）

と
定
義
し
、〝
イ
ン
フ
ォ
デ

ミ
ッ
ク
〟
の
脅
威
も
強
調
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
人
の
移
動
の
制
約
と
経
済
活
動

の
自
粛
が
必
要
以
上
に
高
ま
り
、
保
健
危

機
、
そ
れ
に
伴
う
経
済
危
機
が
長
引
く
可

能
性
が
あ
る
。
根
拠
が
薄
い
、
あ
る
い
は

根
拠
が
な
い
情
報
が
人
の
心
理
と
行
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
極
端
な
購
買
活
動

と
差
別
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
は
以
前
か
ら
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
危
機
に
よ
っ

て
よ
り
深
刻
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

こ
と
と
な
ろ
う
。
今
回
の
危
機
は
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
が
組
み
合

わ
さ
れ
た
複
合
的
危
機
と
呼
べ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
保
健
危
機
の
期
間
を

短
く
す
る
こ
と
が
経
済
危
機
を
最
小
限
に

す
る
鍵
と
な
る
。
加
え
て
、
保
健
危
機
の

間
に
、
労
働
者
と
企
業
、
貸
し
手
と
借
り

手
、
供
給
者
と
消
費
者
の
網
の
目
の
よ
う

な
経
済
・
金
融
の
関
係
を
維
持
す
る
政
策

を
優
先
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
事
業

者
へ
の
金
融
支
援
、
家
庭
へ
の
現
金
支
給

な
ど
の
政
策
対
応
は
、
こ
の
政
策
目
的
に

合
致
し
て
い
よ
う
。
加
え
て
、
情
報
の
正

確
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
誰
で
も
マ
ス
に
向
け
た

情
報
の
発
信
者
に
な
れ
る
状
況
下
、個
人
、

法
人
問
わ
ず
情
報
を
発
信
す
る
側
に
と
っ

て
は
責
任
あ
る
言
動
が
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
よ
う
。

　

今
回
の
危
機
は
米
中
対
立
な
ど
世
界
経

済
が
分
断
す
る
中
で
発
生
し
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
、
地
域
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
協
調
の
必
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
今
回
の

危
機
を
協
調
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、
あ
ら

ゆ
る
危
機
へ
の
耐
性
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。

（
３
月
19
日
執
筆
）

　

株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員内

野 

逸
勢

◆内野 逸勢／うちの・はやなり
　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入
社。企業調査部（金融サービス担当）、経営コ
ンサルティング部（金融機関担当）大蔵省財政
金融研究所（1998〜2000年）出向などを経て現
職。専門は金融・資本市場、金融機関経営、地
域経済、グローバルガバナンスなど。主な著書・
論文に『FinTechと金融の未来～10年後に価値
のある金融ビジネスとは何か？〜』2018年４月、
共著（主著）、『JAL再生　高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年１月、共著。IAASB 
CAG（国際監査・保証基準審議会　諮問・助言グループ）委員（2005
〜2014年）。日本証券経済研究所「証券業界とフィンテックに関する
研究会」（2017年）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
複
合
的
危
機

潮流を読む

注１　IMF “Limiting the Economic Fallout of the Coronavirus with Large Targeted Policies” March 9,2020
注２　Mainichi Japan, “WHO warns of coronavirus 'infodemic,' says washing hands ａ better safeguard than 

masks” （Doctor Sylvie Briand, WHO director of Global Infectious Hazard Preparedness）， February 6, 2020
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「
さ
あ
、
今
日
は
ど
こ
に
食
べ
に
行
こ
う
？
」　

は
つ
か
い
ち
ね
っ
と
「
は
つ
め
し
」

廿
日
市
の
グ
ル
メ
情
報
が
満
載
！
地
域
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
飲
食
店
情
報
サ
イ
ト
。　
　
　

「
は
つ
め
し
」
で
検
索

News ＆ Information

定
期
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

定
期
健
康
診
断
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

※
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
の
た
め
、「（
医
）ヤ
マ
ナ
会　

広
島
生
活
習
慣
病
・
が
ん
健
診
セ
ン

タ
ー
大
野
」
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■
日
に
ち

７
月
13
日
㈪
～
８
月
７
日
㈮
の
間
の

月
、
火
、
水
、
金
曜
日
（
15
日
間
）

■
時　

間

婦
人
科
健
診
、
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
あ
り
の

方
　
　

午
前
９
：
00 

～ 

12
：
00 

の
間

右
記
以
外
の
方

　
　

午
後
14
：
30 

～ 

16
：
00 

の
間

※
お
申
し
込
み
後
に
、
日
時
を
ご
連
絡
し

ま
す
。
感
染
予
防
対
策
の
た
め
１
日
の

受
診
者
数
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
に
添
え
な
い
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
場　

所　

（
医
）ヤ
マ
ナ
会　

広
島
生
活
習
慣
病
・
が

ん
健
診
セ
ン
タ
ー
大
野

　

廿
日
市
市
大
野
３
４
０
６

－

５

　
（
Ｊ
Ｒ
前
空
駅
徒
歩
４
分
、

　

 

駐
車
場
１
８
０
台
完
備
）

■
受
診
料　

社
会
保
険
加
入
者
（
35
才
以
上
）
の
被
保

険
者
…
…
…
…
…�

７
，１
６
９
円
（
税
込
）

一
般
（
国
保
加
入
、
社
会
保
険
加
入
者
の

35
歳
未
満
等
）
…�

７
，７
０
０
円
（
税
込
）

※
健
診
料
金
は
後
払
い
で
す
。
健
診
後
、

請
求
書
を
送
付
し
ま
す
。

★
詳
細
・
申
込
書
は
別
紙
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

廿
日
市
商
工
会
議
所

担
当
／
目
黒
・
安
葉

☎
０
８
２
９

－

２
０

－

０
０
２
１

みやじまトライアスロン2020
中止のお知らせ

６月21日㈰開催で準備を進めておりました、「はつかいち
縦断みやじま国際パワートライアスロン大会2020」は新
型コロナウイルスの感染拡大が続く現状や政府の「非常事
態宣言発令」など、国内外とも収束の兆しが見えない状況
を踏まえ、中止とさせていただくことが決定致しました。
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「
今
週
末
、
家
族
で
ど
こ
に
行
こ
う
か
な
？
」　

は
つ
か
い
ち
・
宮
島
体
験
観
光
な
び
廿
日
市
の
体
験
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
満
載
。
週
末
は
近
く
て
安
く
遊
べ
る
廿
日
市
へ
！　
　
　

「
廿
日
市  

体
験
」
で
検
索

５　
　
　
　
　

月

日（曜） 開始時間〜終了時間 内　　容

11日（月）14:00～16:00 正副会頭会議

12日（火）19:30～21:00【青年部】定例会・会員総会

24日（日）11:00～14:30【女性会】総会

25日（月）14:00～16:00 正副会頭連絡会

26日（火）19:30～21:00【青年部】役員会

商工会議所カレンダー

ご加入ありがとうございます。

森　裕輔　 宮 内 整体業

リーフラス㈱広島支店 西 区 スポーツスクール事業他

岡村　昭男 原 畜産業

㈱シンヨー運輸 宮内工業団地 運送業

わたしいろ 前 空 雑貨製作販売

合同会社　TAG 地 御 前 訪問看護

㈱ほっとスマイル 宮 内 家づくり相談窓口

寺岡　憲二 宮 内 不動産賃貸業

㈲オーシャン 木 材 港 北 海洋土木

事　業　所　名 地　　区 業　　種

新入会員紹介 令和2年4月13日現在
会員数１,587事業所

★次号は6月号は6月3日㈬発行予定です。
　チラシの締切は5月22日㈮です。

カーラジオを
　76.1MHzに
　　　プリセット

FM
は
つ
か
い
ち

76.1M
H
z

スマホでも聞ける
インターネット
サイマルラジオ

通勤時間帯に最新の渋滞状況など
交通情報をお届け！
テーマを決めてお届けする楽曲も要チェック♪
元気トーク と ノリノリの選曲で、
「行ってらっしゃ～い♪」

松ノ木　愛弓(まつのき　あゆみ)

月曜
 

朝の情報番組
「Wake up!Morning!!」 7:00～  9:00
「アサクジ」                  9:00～10:00
 

火曜
 

木曜
 

香川　典加(かがわ　ふみか)
在宅時、通勤・通学時間帯、始業前に
交通情報や天気予報、ニュースなどを
爽やかにお伝え致します。
ちょっと気になる役立つ情報も
お届けしています。

水曜
 

金曜
 

※新型コロナウイルス対策により会議等中止・延期となる
場合がございます。
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税に関するお悩みはおまかせ！

人気のフレンチ店の本格弁当 手作りの日替わりおばんざいが評判

　2019年９月に廿日市駅通り商店会沿いの一室に事務所
を構えた税理士の小田靖子さん。
　祖父が税理士をしていた影響もあり、大学時代に会計
の道を志した。卒業後、広島の大手税理士事務所で約５
年間の実務経験を積み独立。勤務時代には、多業種なお
客様のさまざまな相談に乗り経験を積んだ。
　現在は、個人・法人の税務申告、日々の経理処理や、
経営相談など幅広く請け負う。特に力を入れているのは
相続税対策。いざ相続となったとき、対象（土地や建物
など）の査定額合計が想像よりも高く、相続税が高くな
り、支払えないというケースも多いという。そうなる前
の対策を一緒に考えていき、申告もサポート。
　親切丁寧な対応をモットーに、相手の立場に立って考
えて、わかりやすく説明をするよう心掛けている。問合
せ・相談は電話またはメールにて承ります。

小田靖子税理士事務所

　テイクアウト特集

　廿日市高校前にある人気のフレンチレストラン。
お店の本格料理を手軽に味わえます。ハンバーグ弁
当（880円税別）とお肉お魚セット（1,200円税別）の２種
類。10個以上の注文で配達も受け付けています。

　けん玉商店街にある居酒屋で新鮮な魚を使った料理
が評判。人気のおばんざいをたくさん詰め込んだ野菜
たっぷりの日替わり弁当（700円税込）を販売中。優しい
味付けの手作りのおかずが７～８種類も入って大満足。

巴里食堂　廿日市店 旨味処　朋
所 	廿日市市桜尾本町10-7
☎ 	0829-31-2787
営 	11:30 ～15:00
	 17:00 ～23:00
休 	なし

所 	廿日市市廿日市1-5-3
☎ 	0829-31-2677
営 	11:30 ～14:00
	 17:00 ～22:00
休 	日曜日・祝日

趣味は登山、ウォーキング。体を動かすこと。

所 	廿日市市廿日市2-10-13-305
☎ 	0829-30-7640
Ｐ 	1台（問合せ）
Mail	odayas1989@gmail.com
HP 	http://odayasu-tax.com/ 


